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　新型コロナウイルス感染症拡大で被
害を受けた商店街などを支援する「Go 
To 商店街」が始まった。10月初旬の先
行募集では全国から34事業者、大阪府
では3事業者が選ばれた。11月10日まで
に全国で169件が採択されている。北摂
では茨木市の「中条まちづくり商店会」
が一番に名乗りを上げ、注目を集めた。
　Go To 商店街とは、商店街がイベント
などを開催することで地元に活気を取り
戻してもらおうと、国が一定の支援をする
事業。イベント開催や商材の開発、プロ
モーションの制作などが対象で、基本的
には300万円を上限に※、3密対策など
感染拡大防止対策を徹底することが必
須条件だ。 （※条件によって変動あり）
 
　中条まちづくり商店会は「第14回灯り
のプロムナード事業」を提案。JR茨木駅
東口から市役所へと向かうメインストリー
ト「東西通り」約300メートルを、イルミネ
ーションが華やかに彩る。今年はコロナウ
イルスの影響で、同商店会に加盟する
「ヘアーサロン喜美」では売り上げが半
分近く減少。ほかの店舗も軒並み客足が
遠のいたという。同商店会会長の田峰泰
久さんは「どの店も大変でしたが、こういう

時だからこそと、例年通りイルミネーション
を開催するつもりでした。そこで、ちょうど
発表されたGo To 商店街にダメ元で応
募しました」。市からコロナ対策支援の援
護もあり、支援金300万円ほぼ全額を
LEDの購入費や工事費などに充てた。
今年はLED約4.5万球を使い、例年の4
倍近くの規模で実施するほか、市の民話
などを書いたプレートをつるすなどして通
行人を楽しませる。
　田峰さんは「町を明るくしたいという思
いでやってきたので、コロナでも開催でき
て良かった。まだ20年目の新しい商店街
ですが、みんなで前向きに頑張っています。
地元や近隣の方に『イルミネーションがあ
るから行ってみようか』と思ってもらえれば
うれしいですね」と話している。
　同商店会のイルミネーションは11月
25日から来年1月24日まで。12月中旬か
らは市主催で、同商店街ほか市内複数
か所のイルミネーションスポットを巡るスタ
ンプラリーも開催される予定という。

― 吹田市でも

　吹田市では、JR吹田駅周辺の飲食店
など計47店舗が参加する食べ歩きイベ

ント「第9回吹田バル」（主催＝吹田バル
実行委員会）、雑貨やアクセサリーのクラ
フト作家が出店する手作りマルシェ「第
20回ビレッジマート吹田」（主催＝じゃな
い吹田）、「GO TO 吹田市旭通商店街」
（主催＝吹田市旭通商店街協同組合）
が Go To商店街事業に採択された。
　「吹田バル」は例年9月中旬に行われ
ているが、今年はコロナの影響で11月に
延期となった。「ビレッジマート吹田」は、
毎月1回の開催を予定していたが、コロナ
の影響で今年の2月から中止に。7月に
一度、開催したものの再び中止となり、9
月から再開した。
　「GO TO 吹田市旭通商店街」では、

無料通信アプリ「LINE」を使ったキャン
ペーンを行う。これを機にスマートフォンを
使用する若い世代を取り込み、今後につ
なげるねらいだ。
　北摂ではこのほか豊中市の「おかまち・
さくらづかテイクアウト・デリバリーフェア」
（岡町商店街振興組合ほか）が採択され
ている。 （11月10日時点）
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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たちに
どう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでも
さまざまなニュースを紹介しています。

（左）ショーのクライマック
スは役者全員が登場
（中）開演前の劇場内
（右）役者とのふれあいも
楽しみの１つ

　人 で々にぎわう高槻センター街。雑居ビル
2階のカラオケ店へと続く階段に「大衆演
劇 千鳥劇場」ののぼりが立つ。今年11月で
ちょうど10年目を迎えた千鳥劇場は、新型コ
ロナウイルスの影響によって一時は売上が
激減した。感染拡大防止のため、従来のに
ぎやかさは抑えられているが、根強いファン
に支えられて少しずつ活気を取り戻している。
同じフロアにカラオケ店もある千鳥劇場は、
かつて映画館だった場所を改装したもの。
言われてみれば、入口や受付カウンターは

古い映画館の面影を残している。114席の
劇場をメインに、横にあるミニシアターの部
屋を楽屋として利用している。
　大衆演劇は前半が演劇、後半が歌や踊
りのショーという構成で1回3時間、昼と夜
の1日2回が基本だ。演劇は喜劇や悲劇、
時代劇から現代劇まで様々で、ショーは毎
曲、毎日すべて衣装を替える。それを数日の
休みを除いて約1か月間ほぼ毎日公演する。
劇団の衣装やカツラの量は膨大で、劇団
の荷物の搬入時は10トントラック2台が劇

場前に止まるのだとか。「毎日違う演目です
し、きらびやかな衣装もすべて替えますから、
飽きることがありません。しかも3時間で
2,000円。生のステージを低予算で楽しめ
るのが、大衆演劇の魅力です。お年寄りの
“いやし”ですね」とオーナーの西村さんは話
し、毎日欠かさず来る人もいるのだという。そ
んなささやかな娯楽は、コロナの影響で大き
く変わった。持ち込みOKだった食事はできな
くなり、演劇やショーの合間に「よっ、座長！」
など役者の名前を呼びかける「ハンチョ」や
拍手もなし。ステージが終わると役者たちが
外に出て客を見送るのが恒例で、センター
街が一瞬華やかになったものだが、それも自
粛中。今は楽屋の入口で少し顔を出す程度
だ。「ずいぶん静かになってしまいました。で
も一時期より入場制限が緩くなったので、そ
れだけでもありがたいです」と西村さん。密閉
空間で役者との距離が近いのも魅力の1つ
である大衆演劇にとって、感染症対策に神

経を遣うのは想像に難くない。間隔を空ける
ため座席数を減らし、劇場内の換気を徹底、
入場時の検温や公演後のアルコール消毒
など、最小限のスタッフで何とか対応してい
る。「劇団は全国で200近くあるそうですが、
コロナで廃業したという話も聞きます」。千鳥
劇場は今年で10年目。人気役者を迎えて、
高槻現代劇場で規模を拡大した記念公演
を予定していたが、延期せざるを得なくなった。
詳細未定だが、西村さんは「コロナが終息し
たら開きたい」と考えている。
　公演終了後、役者との会話もそこそこに
劇場を出ていく観客たち。高槻在住という女
性2人組に声をかけると「踊りが上手だし着
物も素敵。楽しいから毎日来ちゃう」「私は演
劇が好き」と笑顔を見せた。コロナ明けの活
気が待ち望まれる。

今年で10年目　
高槻・千鳥劇場 コロナでもささやかな娯楽を

千鳥劇場
高槻市高槻町18-５
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　大阪大学吹田キャンパスの同大産業
科学研究所の一角にある大学発のベン
チャー企業が、新型コロナウイルスの簡
易な検査キットを開発し、11月から本格
的な製造に乗り出した。標準的なPCR
検査と違い、特別な機器や人員が不要
で費用も1件1万円を下回る。当初は研
究用だが医療機関用にも販売を広げて
いく構えだ。冬を迎え感染拡大が懸念さ
れるコロナ問題では検査の拡充も懸案
の一つだ。今回の新技術がその解決の
一助となることが期待される。
　この企業は「株式会社ビズジーン」。
DNA研究が専門で大阪大学産業科学研
究所の特任准教授だった開發邦宏社長
（４７）らが、2018年に設立した。遺伝子
（英語でジーン）を可視化（同ビジュアライ
ズ）する技術開発に取り組む。現在の陣容

は14人で、これまでアルコールへの耐性を
調べる遺伝子検査キットや、酵母の遺伝
子研究を踏まえた北摂産米による日本酒
づくりなどを手がけてきた。
　今回のコロナ検査キットは、熱帯地域の
ウイルス性疾患・デング熱の簡易検査キッ
トを開発してきた経験を生かせないかと、2
月に計画を始めた。だが開発費用が問題
だった。そこでインターネットで支援を募るク
ラウドファンディングを活用、目標金額は
300万円だったが、4月中旬までに1,527
人から2501万9,000円が集まった。開發
社長は「この問題についての人々の不安
やキットへの期待の高さを感じた」と言う。こ
の支援で数年かかることも覚悟していた開
発は加速、年内の製造開始につながった。
　ビズジーンの手法は、コロナについての
PCR検査、抗原検査、抗体検査のうち、抗

原検査にあたる。PCR、抗原検査は「今感
染しているか」を調べ、抗体検査は「過去
に感染していたか」を明らかにする。同社に
よると、特徴は「核酸クロマト法」という独自
技術にあり、従来のPCRや抗原検査に比
べ、病原体の遺伝子を簡単かつ正確に検
出できる。通常検出には抗原（ウイルス）に
結合する抗体が2種類必要だが、同社の
技術は1種類で可視化できるという。
　PCR検査は検査機器と熟練した技術
者が必要だ。結果判明まで6時間程度か
かり、検査数にも限界がある。一方、同社
のものは、使い切りの長さ6．5cm、幅1．
8cmのプラスチック製キットに唾液を事
前処理した液を垂らし、15分観察して線
が現れれば陽性と判断できる。PCRは一
般的に3～５万円ほどかかるのに対し、医
療用は定価6,000円（税抜）。特別な知

識も不要でインフルエンザ検査のように
小さなクリニックでも導入可能だ。研究用
も1万円以下で提供する予定。
　ただ、遺伝子を増幅するPCR検査に比
べると「感度」が低く、感染初期の人からの
検出は難しい。発熱などの症状のある人に
有効な検査だ。陽性なら治療に移り、陰性
ならインフルエンザなどの感染を確認し、問
題がなければ様子をみるということになる。
　当初の製造は唾液を使う研究用で月
約３万個の生産から始める。研究用も唾
液を使用。医療機関用は、唾液よりウイ
ルス量が多いとされる鼻の奥の粘液を専
用の綿棒で採取する仕様とする。開發社
長は「この技術は世界で我々だけのもの
と自負している。医療用は来年３、４月に
は１００万個単位の製造を目指したい」と
話す。

大阪大学発の
ベンチャー企業が 
新型コロナの
簡易検査キットの開発に成功
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数分で陽性者と判定
する新型コロナの簡
易検査キット。11月に
完成したパッケージ。

 2年前に会社を立ち上げた開發邦宏
さん。神戸大学で遺伝子を学び博士号
を取得。オックスフォード大学でウイル
スの遺伝子の検出法を研究した。これ
までデング熱の簡易検査キットなどを手
掛けている。同社のアルコール耐性検
査キットや日本酒はホームページ
（https://www.visgene.com/）から
注文できる。

「GO TO吹田市旭通商店街」で
「LINEのお友達登録ブース」に並ぶ人たち 

SOCIAL 「Go To商店街」でまちを元気に
茨木・中条まちづくり商店会

　１９３０年設立の京都大学防災研究所
付属地震予知研究センターの阿武山観
測所（高槻市奈佐原）は、知られざる展望
の名所だ。大阪平野を眼下にし、淡路島
や関西空港も望める。２kmほど南に名神
高速が走るのが見えるが、その付近にはよ
く知られた活断層「有馬－高槻断層帯」が
あり、重要な観測対象となっている。
　活断層が地震の原因になることは、「六
甲・淡路島断層帯」が起こした阪神・淡路
大震災（１９９５年）で広く認識されることと
なった。「有馬‐高槻」は神戸市の有馬温
泉の西から池田市、箕面市などを経て高
槻市北部に至る約５５km。これがあるから
阿武山に観測所ができたと思う方がいる
かもしれないが、所長の飯尾能久（よしひ

さ）・防災研教授＝地震学＝によると、設立
当時は活断層という概念自体なく、「有馬‐
高槻」の存在も全く知られていなかったそう
だ。
　「有馬‐高槻」は１５９６年の慶長伏見地
震の際に活動した。この時、豊臣秀吉の
伏見城が倒壊、史実とは認められないが、
歌舞伎や落語には加藤清正が秀吉をお
んぶして脱出させる話がある。活動間隔は
１千～２千年に一度程度と考えられ、阪神・
淡路や２０１８年の大阪北部地震でも動い
ていないという。ただ飯尾所長は「断層近く
は地震波が大きくなり、被害を受けやすい。
それに『六甲・淡路島』は慶長地震でも動
いており、『有馬‐高槻』が活動しない保証
はない」と話す。　

　マグニチュード６．１の大阪北部地震は高
槻市付近が震源だった。ブロック塀が倒れ、
女児が亡くなるなどした被害は記憶に新し
い。政府の地震本部は周辺にある「有馬‐
高槻」「生駒断層帯」「上町断層帯」は直
接の関係はないと推定し、未知の二つの
小さな断層が別の方向にずれたとみている。
　飯尾所長は「そもそも近畿は活断層が
多く、内陸地震が起きやすいところ」と警告
する。さらに南海トラフ巨大地震の心配も
ある。地震本部によると、３０年以内に発生
する確率は７０～８０％だ。「北摂の方は大
阪北部地震で怖い思いをされただろうが、
もっと大きな地震がいつ起きるとも限らな
い。家具を固定するなどできる備えを確実
にやっておいてほしい」

SOCIAL 地震追って90年 ―高槻・京大阿武山観測所― 下

（上）空から見た阿武山観測所。
変化のある建物配置となっている
＝高槻市奈佐原、同観測所提供
（右）観測所地下の展示室にある
ガリチン地震計。世界で始めて揺
れを電気信号に変換して記録し、
より小さな揺れも観測できた。阿武
山では１９３８年から使われた

〈コロナ禍で休止していた阿武山観測所の見学会が１１
月から再開されました。詳しくはホームページ
（https://abuyama.com/NEW/open_tour.php）で。
参加無料。〉

SOCIAL 豊中市　キッチンカー実験 夏に続き2回目を実施中
売上率の推移

　豊中市は10月、公園や住宅街で夏に
実施したキッチンカーの社会実験の結果
を公表した。結果を踏まえ、2回目はさらに
期間を延ばし、11月から来年1月末まで
実験を実施している。
　市では市民生活の利便性向上のため、
キッチンカーの仲介事業を手掛ける東京の
事業者と連携し、キッチンカーを出店させる
社会実験を今夏に行った。期間は8月17日

～9月6日、場所はシャレール東豊中（東豊
中町6）、アルビス旭ケ丘（旭丘2）、野田中
央公園（野田町9）の3か所それぞれ毎週2
日・計18日間実施。イタリア料理店「クッチ
ーナカサイ」が手掛ける「モナの幸せごは
ん」とたこ焼き店「咲たこ」の2店が出店した。
　全日程に参加したクッチーナカサイに
は計966人が来店。回を重ねるごとに口
コミやメディアでの紹介もあって周知が

広がり、売上率の上昇がみられた。購入
者の年齢層は30～70代以上と幅広く、
子育て世帯・高齢者など外食が難しい人
からは「徒歩圏内で気軽に本格的な料
理が食べられてうれしい」などの声もあり、
地元住民からは好評だったという。
　アンケート調査では、継続希望や、開催
場所やジャンルなどを増やしてほしいなど
の要望もあった。市内のキッチンカー事業

者の参入を促進するため、開業支援のセ
ミナーを11月2日に実施。今後も社会実
験の結果を踏まえ、実施場所の拡大や継
続実施に向けた検討を進めていくという。
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野田中央公園

アルビス旭ヶ丘
シャレール東豊中

全日程の平均売上額を100とする。クッチーナカサイのみ。

昨年のイルミネーション。今年は約4倍の規模で開催する。 中条まちづくり商店会のみなさん（前列左は田峰会長）。ヘアーサロン喜美で。


